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TOEIC⑧スコアで測定される英語運用能力と

　　発音テストおよびクローズテストとの
　　　　　　　　　　相関関係について＊　　　　“

中　郷 慶

Correlation　between　the　TOEIC⑧Test，

Pronunciation　Test，　and　the　Cloze　Test

　　　　　　　　　Kay　Nakago

1．　　はじめに

　愛知淑徳大学文化創造学部は2000年4．月の開設以来、学生への入学時のTOEIC受験を課し、

英語の授業については習熟度別クラスの編成を行い、TOEICスコアを尺度とした英語教育を

行ってきた1。文化創造学部でのTOEIC導入を皮切りに、本学では2002年度から、全学生が

年2回、受験料大学負担でTOEIC　IPを受験できるシステムが構築された2。外国語教育セン

ターとの連携のもと、このシステムの運用と全学の英語教育に携わっているのが全学英語教

育運営委員会である。

　全学英語教育を検討するために「全学英語検討委員会」が設置されたのは1999年である。

この委員会は2003年に「全学英語教育運営委員会」と改称され、全学共通英語科目「言語活

用科目（英語）」のカリキュラム策定や具体的な授業内容の検討を行った（全学共通英語科

目の開設は2004年度）。全学英語教育運営委員会は、2003年にテーマ「独自データベース（DB）

を活用した全学英語教育評価測定チュートリアルシステムの構築」により、文部科学省から

「平成15年度大学教育高度化推進特別経費　教育・学習方法の改善」の補助金を得た。また、

「平成17年度現代的ニーズ取組支援プログラム」　（現代GP）の「仕事で英語が使える日本

人の育成」に「多文化共生を目指した発信型全学英語教育’一’モジュール化された体系的カリ

キュラムの開発」というテーマで申請を行い、選定された。筆者は、この委員会のメンバー

として、いずれのプロジェクトにも深く関わってきた。

　本学におけるさまざまな英語教育プログラムを機能的に発展させていくためには、各プロ

グラムや教育内容を正しく評価していくことが不可欠である。樗木（2004）は、WWWブラウ

ザ上で稼動するマルチメディア型の英語学習システムALC　NetAcademy（株式会社アルク）

が本学に導入されてから全学英語教育の共通教材として利用されるまでの経緯を述べ、この

教材を利用した学生がどのようにTOEICスコアを伸ばしているかを検証している。
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　学内で実施するTOEIC　IPテストに際しては、これまで解答用紙（マークシート）を利用

して、本学の英語教育の向上に役立てるためのアンケート調査を行ってきた。これは、本学

の英語教育に対する学生の満足度や、カリキュラムに対する要望などを調査する有効な手段

となっている。筆者は、2006年1月28日に学内で実施したTOEIC　IPテストにおけるアンケ

ートデータを整理・分析し、愛知淑徳大学全学英語教育運営委員会（編）（2006：46・51）にま

とめた3。また、2000年度の文化創造学部への入学生406名を調査対象とした研究で、中郷・

大野（2002）はTOEICスコアに基づき、以下の4っの仮定が正しいことを証明した。

　（1）a．英語コミュニケーション能力は英語学習時間に依存する。

　　　b．英語が好きだという学習者は、高い英語コミュニケーション能力を示す。

　　　c．中学校・高等学校で好きな英語教師がいたことが、英語コミュニケーション能力

　　　　　に影響を与える。

　　　d．明確な進路目標を持っている、特に将来英語を使った職に就きたいと考えている

　　　　　学生は、高い英語コミュニケーション能力を示す。

　いわゆる大学全入時代を迎え、近年、大学入学試験（英語）のあり方についての議論が盛

んに行われているように思われる。本論文では、愛知淑徳大学で実施しているTOEIC　IPテ

ストのデータをもとに、学生の英語力を測定するテストの妥当性を検討し、大学1年生の

TOEICスコアと発音テストと点数の間にはかなり相関関係があるのに対して、　TOEICスコ

アとクローズテスト（cloze　test）の間には、あまり相関関係がないことを主張する。

2．　　研究の目的とデータの収集方法

　この研究の目的は、TOEICスコアで測定される英語運用力と発音テストの間に相関関係は

あるのかどうかを検証することと、クローズテストによって、学生の英語力が正しく測定さ

れるかどうかを検証することである。

　クローズテストは、そもそも、ネイティブスピーカーの読書教材の難易度を測定する目的

で開発されたテストで、統合的な言語能力を測るテストとして使用される。℃loze’という術

語は、ゲシュタルト心理学の‘closure”に由来し、‘closure”の動詞‘close’をTaylor（1953）カミ

‘cloze’と造語したものである。クローズテストでは、ある文章に使われているすべての単語

のうち、数パーセントの単語を任意に消去したり、自動的に何番目かに相当する単語（通常

は6－7番目の単語）を消去したりして、ネイティブスピーカーの被験者に前後の文脈をヒ

ントに、原文にあった単語を再生させるという手法をとる4。クm一ズテストは、外国人の英

語の総合能力を引き出す手段として、きわめて有効であるというデータが報告されてきた

（Darnell　1968，　Stubbs＆Tucker　1974）。

　本研究の被験者は、文化創造学部2001年度入学生全員である。2001年4月には、文化創造

学部の3専攻に合計337名の学生が入学した5。前述したように、文化創造学部の入学生は、
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入学時に全員がTOEICIPテストを受験する。「roEIC　IPテストは2001年4月2日に実施され、

335名が受験した（受験率99．4％）。このTOEICスコアとの相関関係を調査するために、1

年生の前期の必修の英語授業（「TOEICトレーニング1」）を利用して、2001年7月4日か

ら16日にわたり、独自に編集したテスト（以下「ASテスト」）を2回にわたり実施し、のべ

609人が受験した6。各ASテストの内容は以下の通りである。具体的な設問については、資料

1－3を参照のこと。

　（2）a．第1回ASテスト（25分）

　　　　　発音テスト：

b．

　2001年度大学入試センター試験　本試験「英語」　第1問

　2001年度大学入試センター試験　追試験「英語」　第1問

クローズテスト

　愛知淑徳短期大学　1998年度一般入学試験「英語」　問題n

第2回ASテスト（25分）

発音テスト：

　2000年度大学入試センター試験　本試験「英語」　第1問

　2000年度大学入試センター試験　追試験「英語」　第1問

クローズテスト：　愛知淑徳短期大学 1997年度一般入学試験「英語」　問題n

各問題の配点は以下の通りである。発音テストの配点は、大学入試センターから発表された

ものに従った。詳細は資料4を参照のこと。

発音テスト クローズテスト

第1回ASテスト
　　40点
Q点×8，3点×8

50点
Q点×25

第2回ASテスト
48点

R点×16
40点

Q点×20

表1　ASテストの配点

調査には、以下の機器およびソフトウェアを使用した〒。

（3）a．マークシート「幅広カード103」（株式会社教育ソフトウェア）

　　b．光学式マーク読み取り装置（OMR）SR410（株式会社セコニック）

　　c．パーソナルコンピュータiMac（333　MHz　Rev．　D）　（アップルコンピュータ）

　　d．読み取り・採点・集計ソフトウェア「SSくん（Macintosh版）」
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3．　データの分析

　608枚のマークシートをOMRとソフトウェア「SSくん（Macintosh版）」を使用し、パー

ソナルコンピュータで読み取りと採点を行った。その結果をまとめたのが表2である。

正答率（％）

満点 発音テスト クローズ

eスト

平均点
標準

ﾎ差
最低 最高

受験

ﾒ数本試験 追試験

第1回
`Sテスト

90 48．8 71．2 48．1 48．0 10．9 14 73 304

　第2回

`Sテスト
88 56．3 542 34．9 43．8 11．0 10 69 304

表2　ASテストの採点結果

次に、　「SSくん」のデータを書き出したものをデータベースソフト「FileMaker　Pro」で読

み込み、「FileMaker　Pro」のルックアップ機能を利用し、　TOEIC　IPテストのスコアデータ

と統合した。その中から、TOEIC　IPテストを受験し、かつ、　ASテストを2回とも受験した

学生296名を抽出し、今回の分析の対象とした8。

　この296名の学生の発音テストの合計点（88点満点）とTOEIC　IPスコアの関係と回帰分析

の結果を示したものが表3であり、クローズテストの合計点（90点満点）とTOEIC　IPテス

トの関係と回帰分析の結果を示したのが表4である9。
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表4　クローズテストとTOEICスコアの関係（散布図）

　2変数X，Yがn組あった場合の相関関係を調べるためには、一般にピアソン積率相関係数が

用いられる。ピアソン積率相関係数パま、　「変数Xと変数Yの共分散」と「それぞれの変数の

標準偏差」から（4）の数式のように求められる。

（4）

　　　　変数Xと変数Yの共分散
rニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　変数κの標準偏差x変数Yの標準偏差

二靴一了）α一ア）

晶廓一アポ±ξ（Y，　一γ）2

　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　Σx，　Σx
ただし、了二＝L＿，r＝上一

　　　　　　〃　　　　　　　n

相関係数パま2つの変数の関係の方向（正か負）と強さ（絶対値）

の範囲で示され、その解釈は通常、表5のように行われている10。

を示すもので、・1≦r≦1

相関係数τの絶対値 解釈

0．0－0．2 ほとんど相関がない

0．2－0．4 弱い相関がある

0．4－0．7 中程度の相関がある

0．7－1．0 強い相関がある

表5　相関係数rの解釈
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求めた相関係数rが有意かどうかを調べる方法として、相関係数の有意性検定（無相関検定）

がある。これは、本当に相関が存在するかを確かめる検定で、ρ値が0．05を下回った場合、

相関係数は有意であるとされる。この論文では、相関係数m算出に、統計言語「S言語」を

オープンソースとして実装し直したブリニの統計解析ソフト「R」を使用した11。参考のため、

「R」での出力結果を補遺に掲載する。なお、先述の無相関検定の結果も「R」の出力に含ま

れる。以下、さまざまな組み合わせについて、相関係数τを示す。

　表6では、発音テストおよびクローズテストの合計と、TOEIC　IPテストのスコアとの相

関係数τを示した。クローズテストに比べて、発音テストはTOEICスコアとより強い相関関

係があることが分かる。

発音テスト合計点 クローズテスト合計点

TOEIC合計スコア 0．43 024

TOEIC　Listeningスコア 0．36 0．14

TOEIC　Readingスコア 0．39 0．29

表6　発音テストおよびクローズテストとTOEICスコアとの相関係数r

表7からは2回のクローズテストのいずれもが、TOEICスコアとは相関関係があるとは見な

されないこと、および、文法・内容がともにより平易である1回目のクローズテストとTOEIC

スコアの間には、ほとんど相関関係がないことが分かる。

クローズテスト

P回目　合計点

クローズテスト

Q回目　合計点

TOEIC合計スコア 0．15 028

TOEIC　Listeningスコア 0．08 0．18

TOEIC　Readingスコア 0．18 0．33

表7　2回のクローズテストとTOEICスコアとの相関係数r

1回目のクローズテストと2回目のクローズテストの間の相関係数パま表8に示したとおり、

1仁0．36であり、弱い相関があることが分かる。一方、発音テスト間の相関係数rは、表9およ

び表10のとおりである。第1回の発音テストと第2回の発音テストは1＝O．61と中程度の相関

がある。発音テスト間の相関係数パま、いずれも、クローズテスト間の相関係数1＝0．36よりも

高い値を示し、全く同じ形式の発音テストの間（1回目の本試験と追試験、2回目の本試験

と追試験：表10では太字で表示した）における相関係数rよりも高い値を示している組み合わ

せもあることが分かる。
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クローズテスト1回目　合計点

クローズテスト2回目合計点 0．36

表8　クローズテスト間の相関係数r

発音テスト1回目　合計点

発音テスト2回目合計点 0．61

表9　第1回発音テストと第2回発音テストの相関係数r

　発音テスト

P回目（本試験）

　発音テスト
P回目（追試験）

　発音テスト
Q回目（本試験）

　発音テスト
P回目（追試験）

0．38

　発音テスト
Q回目（本試験）

0．44 0．41

　発音テスト

Q回目（追試験）
0．38 0．47 0．44

表10　各発音テストの点数間の相関係数r

そもそも、TOEICスコアが学生の英語力を正しく測定できているかどうかという反論がある

かもしれない。この論文では、TOEICスコアの有意性については議論しないが、次のデータ

はTOEICスコアの有意性を支持する一・つの根拠となるかもしれない。文化創造学部では、1

年生に対して入学時にTOEIC　IPテストの受験を課すともに、1年生終了時にも受験を義務

づけ、そのスコアに基づき、2年次の英語クラスの習熟度別クラス編成を行っている。表9

は2001年4月（入学時）と2002年2月（1年生終了時）の2回のTOEIC　IPテスト両方を受験

した307名の学生のスコア散布図である。相関係数は、i＝O．64と高い値を示す12。
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4．　　結論と今後の課題

　この論文では、大学入試センター試験の発音テストがTOEIC　IPテストとかなり相関関係

があるということを示した。また、発音テストに比べて、クローズテストはそれほど強い相

関関係がないことも示した。TOEIC　IPスコアが学生の英語力を正しく測定しているという

前提が正しければ、この結果は、今後のテストの在り方を考察する論拠となる。ここでの主

張を裏付けるために、今後は、さまざまなタイプのクローズテストでの検証を進める必要が

あろう。

　文化創造学部では、専攻ごとにTOEICスコアに基づいて、下位1／3、中位1／3、上位1／3（そ

れぞれ、初級、中級、上級クラスと呼ぶことにする）の習熟度クラスを編成している。この

論文では、296名の学生を母集団としてデータ分析を行ったが、各専攻の習熟度別クラスに

分析を行うと、状況は複雑になり、統一した説明を与えることが難しくなる。

専攻 表現文化専攻

習熟度別クラス
初級

mニ34

中級

m＝26

上級

m＝35

発音 クローズ 発音 クローズ 発音 クローズ

TOEIC合計 0．20 0．31 0．30 一〇．32 0．31 0．28

TOEIC　hstening 0．20 0．14 0．16 一〇．23 0．05 0．11

TOEIC　Reading 0．08 025 0．17 一〇．09 0．34 0．25

専攻 多元文化専攻

習熟度別クラス
初級

m＝35

中級

m＝34

上級

m＝35

発音 クローズ 発音 　　　　、Nローズ 発音 クローズ

TOEIC合計 0．12 0．06 0．15 0．29 0．17 0．03

TOEIC　Listening 0．21 一〇．13 一〇．05・ 0．30 0．04 一〇．16

TOEIC　Reading 一〇．07 0．28 0．11 0．30 0．15 022

専攻 環境文化専攻

習熟度別クラス
初級

mニ33

中級

mニ30

上級

mニ34

発音 クローズ 発音 クローズ 発音 クローズ

TOEIC合計 一〇．06 0．23 0．11 0．00 0．34 0．31

TOEIC　Listening 一〇．09 0．15 0．23 一〇．17 一〇．03 0．03

TOEIC　Rea（hng 0．00 0．20 一〇．15 一〇．17 0．48 0．39

表12　各テスト間の相関係数rの一覧（専攻・習熟度別クラスごと）

さらに、学部全体でTOEICスコアに基づき、初級、中級、上級クラスを想定し、各テスト間

の相関係数rをまとめたものが表13である。
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文化創造学部（全体）

習熟度別クラス

@　（想定）

初級

m＝96

中級

mニ100

上級

m＝100

発音 クローズ 発音 クローズ 発音 クローズ

TOEIC合計 0．21 0．13 0．17 一〇．01 0．18 0．05

TOEIC　Listening 0．16 0．07 0．02 一〇，18 0．00 一〇．12

TOEIC　Reading 0．15 0．13 0．12 0．20 0．24 0．20

表13　各テスト間の相関係数rの一覧（学部全体）

表13からは、どの習熟度別クラス（想定）においても、発音テストの得点とTOEICトータル

スコアの間には、一定の相関関係がみられるものの、クローズテストの得点とTOEICスコア

の間には、ほとんど相関関係がないと思われる。より詳細な分析は、別に機会に行いたい。
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資料

第1問　次の問い‘A～C）に苓えよ．（配A　2ω

A　次の問い｛問1・問1）において．第一アクセント《第一強勢）の位置が，ほかの

　三つの場合とAkるものを：それぞれ①～◎のうらから一つずつ選べ．

悶t［コ
　　①di・9・・t

M2［iコ
　　①　　balcony

②d・ama

◎c。lorful

◎P・。bl㎝

OrelUCtant

◎5。“㎞

o舳mi・

B　次の問い｛問1・問1）の各文の下ua部1：ついて，発音がほかの三つと良な6も

　のを．それぞれ①～◎のうらから一つずっ選べ．

同’［コ
　　①A・ey。u　fo・the　new　p・oposaL。・againSt　it　P

　　◎　Can　vou　ask　for　a　menu．　P｜ease～

　　◎　The　ChriStmas　gift　is　from　Mary，　no1　for　h酊．

　　◎What　do　you　take　me　fo’～

M2［コ
①N・・ne・“…ld・d・eam。f　the・e・b・i・g・・u・h　a　ma・・el・・s・pta・e．

◎　　 Once　tbere　 Iived　
a
　

beautiful　prlntess　 in　the　palace＿

③　The　man　Starbding　over　there　is　my　father．

◎Th…see・ns　t・be…eed　t・　w・・ry・ab・・1硲・1．

C　次の会話の下腺部11ト“）について，それぞれ下の問い（悶1～41に示された

　①～④の中で最も強調して晃音されるものを一つずつ選べ。

〈状況＞　Marion，　Terri，　Harryの三人が’←■イーで初めて会い，話をして

　　　いる．

Marion：Oh，　are　you　Amゆrican～

　Teni：　No，1’m　Canadian，　but　l　nve　h　Sydney．

Ma’i°n：H°wh1朋y㌦一
Haπy：Small　world！lhave　a　cousin　in　Sydney、　loo．

　　　　　　　　　．　what　does　 your　 5iSter　 do～　Terri：Marion，
　　　　　　　　12トー一一」－
Marion：　Sh〆g　a　professional　a〔卜lete．

Harry：Really？What　sport？

Mtirion：Soccer．　Ilarry．　are　you　interesled　iロwo：Tlcll’s・s（x：cer？

Harry：Not　really．「m　no‘abig‘an　ol　soccer．

Marion：Too　bad，　l　have　a　spare　tickがmas㏄cer　nlaにh　nexl　week，

Marion：Do　you　wan“o　come～

　Teπi：　Sure．　rd　Iove　Io．

Marion：Hey，　wby　don’1　we　go　ou“odinner　before　the　match～Whal　do

　　　　you　 like　 to　 ea‘　P

　Terri　：　　 ｝1mm．　　　　　Ilow　 abOUl　Chinese　 f碑　～

　　　　　　　　14卜一一一一一一一』

N1巨コ
　　①My

問・ロコ
　　①d・・s

旬巨コ
　　①1

問・［コ
　　◎H・w

◎・i・・e・

◎y。u・

②Iike

OubO・・

◎Ii・es

◎siSte・

Ow・‘・hi・g

◎Chi・・x

◎Syd・cy

◎d・

◎s・・’cer

◎f・Od

第1問次の問いtA－－C）に喬よ．｛配皇20）

A　次の問い（問1・閏2）において．第一アクセント（第一強勢）の位口が，ほかの

　三つの場合と口なるものを，それぞれ①～◎のうちから一つずつ幽ぺ

nl［コ
　　oa・gpe ②c・nnect ◎function opa・P・se

同・［コ
　　0・。・ti・・t　Ol劇・y　◎m・nage・　θ・・w・d・y・

B　次の問い（悶t・問1）の各文の下線部について，発音がほかの三つと貫なるも

　のを．それぞれ①～④の5ちから一つずつ巡べ．

ra　1［コ

　　①Did　y。u　have　a　nice　evening　at由e　thealer？

　　◎；9・eSS川have　t・9・h・me．

　　③ハhave　lOts　of　bo。ks・abOut　baseball．

　　ψ　lwant　to　have　my　CD　back　by　tomorrow．

閥2ロコ
　　OC・me　t・my。Mce・at・nine．　n・t　al　ten．

　　②L。・k　at・th・t・big・black・d。9・u・de・th・・t・e・！

　　O　　She　is　a　geniロs　at　doing　cresswerd　puzzles．

　　◎Th・gi・］did・’t・th・・w・th・b・1］・t。　him，　b・t・t・him．

C　次の会話の下線部（U～“1について，それぞれ下の問い｛間1～41に示された

0～0の中で肌強調してxgされるものを一つずつ選べ。

　　〈状況〉　二人の旅行音がホテルのフロンFで受付係に宿泊の申し込みをしよう

　　　　とLている．

　Clerk：Good　evening，　sir．　Gol》d　evening，　madam，　Do　ynu　have　a　room

　　　　reseTvatioロ？

　Man：No，　we　don’t．

　Clerk：　So，　would　yov　like　a　double　room～

Wnma“：N°・　aCt”a］ly・｛1－P｜・・se・

Cle「k：

k2－　　　　Man：Yes，山aピs　right．

　Clerk：OK．　Please　fill　out　these　ferms　white　I　get　y皿r　keys．

　　　　　　　　　　　　Amoment　l2’er

Womm：Excuse　me．　but　is　il　POssible　to　have　a　rnonl　with　a　view～

Cl・・k：Uh－・，yes・we　h叩pen　l・have　tw・…m・f・・i・g　th・p・・k・

Woman：Perfect　！Herピs　my　forn；．

　Man：　｝lere’s　mine．　too．

　Clerk：Thank　y・u．　And　how　do　you　wish　to　Pay　for　ttK！　rooms？

w°man：

　CtPtL・：H‘・W　ab。ut　yuu．5ir～

　Man：　lneed　lo　use　a　credit　card．

　　　　14－　Cterk：Thaピ｜l　bp　fine．

問1［コ
　　Ow・’d

旬巨コ
　　①Y・・

ra　3［iコ

　　①1

m4［コ
　　①need

②tike

②mean

②llL

◎u・e

◎tw・

◎twn

◎P・y

◎・・edit

0…ntS

osi・gles

④cuSh

Oca・d

　　　　　　　資料1．第1回ASテストに使用した発音テスト

【2001年度大学入試センター試験　本試験（左）と追試験（右）】
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第1局次のUt（A～D）に菩えよ．‘配a　24）

A　次の周い｛間’・目2）のそれぞhの邑語①～0のうちから．窮一アクセント

　1第一菅勇⊃の位置φ；．ほカ〉の三つのO合と■亀るものを一つずつ遇べ．

mlロコ
　　e・・t・ngh

M・［コ
　　③ad・in

◎醜 ③n・・vel ◎rel・tt

◎α｛◎㎞wo醐面
B　次の■～jの単語について．下線部の発音が同じものの峨合せを．下の①～

θ・bちth6二つorK．・t・Eし．纏頑序ttnb・tい．巨コ・1コ

●
d
‘
」

climate

f’equ飢【ly

seenerv

typtCal

l
　l一

一h
h

一
一

●
e

①
◎

b　　 cornpmition

■　medヒine

h　shjver

◎b一ト」

⑤d－・－j

C　次の会話について．下の問い《閲1）に答えよ．

c　cernplettly

t　neverthetess

i　晦h己i㎎

‘
8

一
一

d
’

一
「

C
■

△
）
◎

｛状況》　風邪をひいているSirnon　t；2回目の鯵癖を受けている．

【）OCtor：　How　areアou　fecling，　Simon～

Sim藺：My　terrlperature’s　gone　down　and　l　fecl　a　little　better，　bUt　now

　　　　I’ve　gOt　a　cough．

　　　ll－DOCtor：Welt，　take　tome　cough　rrtediCirte　and　try　to　get　50me　rest．

Simon：　OK，1will．

悶1　下綿部llrで最も強mしてteffShるものはどれか．次の①～0のうちbら

　　r・Mべ．巨コ

①1’・・ ②9・t ◎a

D　次の会話について，下の問い（国1～，）に答えよ．

④・・ngh

《状況》　」●ffの髪について友ret：話し合っている．

A：Have　you　seCTt　Jeff　recently？

B　 ：　　 NO，　　Has　 be　【hanged　 his　 hair　 aga㎞～

A：He　sure　has　This　time，　伽e　trendy　gu）r　dyed　it．

　　　　　　　　　　　　　Cl－一一一
B：Wow！　lt　mtUt　took　realty　great．　What　colo【is　it～

A：Y・u　w°n’t　believe　i【・1 i2已2　h綱belleVt　it　「nysetf・

B：Why～ts　it　that　dit〔erent？

A：111臼y川ピ・bla改蝋whi‘6・

i3－・
閥1　下埴部Nl）で最も強餌して発音さhるものはどれか．次の①～0のうちから

　　一つ恥［口

Ot・endv ②9・y ◎dyed Oit

旬下nsu2，tmv±oにneさhる・・n　eatsxはどhか．次の0～◎のう

　　bb・ら一つm・・．口

①Hry・h・伽』lp賊wilh　my　h。施w・・k．

Olp・“輪m・・eyi・伽・…。・・lhe・etw・晦・9・．

⑦1・tht・e・鱒bility　t』t　h・…～

O　　PIea駝Iet賊know　w㎞you　can．　if　you　don’t　mi㎡．

即下nSU3）で肌拍してkEさhbものはどftt・・次の①～θのうちb・6

　　－eurべ．［口

①H・ ◎1・。ks ◎Like θpanda

第1問次のMtイA－・DlrCliよ．　ceA　141

▲次の問い個1’M1）eそれぞれの草語0～④のうちから，　m一アクセン，

　《第一強勇）の位口が．ほかの三つの口合と貝なるもΦを一つずつ選べ．

即［コ
　　Oc・i｝in・

剛［コ
　　Φ㎜随

②tta・dly

o⇒砲

③i・u・nelr

◎pati・nt

◎pm…tt

◎St・t・t

B　次のa～iの皐語について，下線部の発音が同じものの組合せを，下の0～

◎めちから二・1べ．ただL解9”願序1▲恥ない．［コ・巨コ

t　behavior

d　　　 eelabratioo

s　frarne

j　拍㎎ue

o・－d－s

oc－・－j

b　biankCt

■　COCton

h　scrateh

b
i

一
一e
9

一
一b
d

②
⑤

C　次の会話について，下の問い潤1・田2［に答えよ．

¢
f
・
－

㎞diScovery
swallOW

③・－e－i

⑤‥i－j

《状況》　ハo㎞はお茶を飲もうとしたが．残っていないことに気づく．

パ㎞：Hey・what　happtaed　t°t』tea～hぬ戚㍉1芦巴t㎞e賭聞曜left・

Fred：　Don’【look　at　me！　I　d耐n’t　drink　any．

jo㎞：　That’s　Strange．　I　wonder　who　drank　it　therL

F「ed：12－～
局1　下線部（Uと同じようit発音さh6thatを含む文はどれか．次の①～◎のう

　　ちから一っ選べ［：iコ

O　T畑td㎎o‘youロi5　very　cut6，

②Thaピs　my険g。　gi・e　in・m6．

◎Thc　house　that　l　saw　tberc　is　love！y．

◎　　　The　 man　 liv巳　 in　 th3t　 ｛ittle　 o田　
to脚＿

聞2　下線部12）で最も強調して発音lh6ものttどhか．次の0～◎のうちから

　　一一）“K．〔コ

①Why ②d・n’t Oask

D　次の会話について．下の問い（問‘・問2）に答えよ．

◎Mary

《状況》　空港で括乗手綾き中，乗客名簿に自分の名前がないと冒われる．

A：rm茄nry，　b口t　your　mme　i3　nOt　on　the　liSt．

B：But　l．confirTned　my　fiight　two　days　ago．　l　ha▼e　to　be　in　Tokyo　by

　tomoπOW．　Ple8se　check　again．

　There　 wa■　 a　 s｜ight　misspe｜lin9＿

B：Good．　Thaピ5　a　relief．　You　real｝y　hみd　rnt　sca祀d　there　for　a　mo㎜し

A：He「e　i’y°u「b°輌8隅・‘2－・Agai”・　s°「「y　f°「

　the　mi☆ake．

B：Don’t　worry　abOUI　it．1’m　i鳳g｜ad　k　Worked　oUt　OK．

閏1　下asmで鹸も強mしてneされるものはどれか．次の①～◎のうちから

　　一っM・・．［コ

①d・ Oh・・e ◎name o｜isl

問2　下鎗郎｛2［で踊も強調してfi　ffされるものはどれか．次の①～0のうちから

　　一っ還べ．ロコ

①Pl・ase 09。 ◎G・te 015

　　　　　　　資料2　第2回ASテストに使用した発音テスト

【2000年度大学入試センター試験　本試験（左）と追試験（右）】
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ll・　・文和■回一回・入れ・…恥適当なものを．それぞ鰍・

　　　れた《ア）～（工）の中から遇ぺ．

　　　　ML　Ru宙、　wぷ』函鵬☆伽㎎㎝』feet．　He　used　tO　tush　here　end　there，

8nd【h涜白nd　here，　and　b巳ck　agaln，011　the　time．　And．　o〔cour記．　he　was　a柵ays㎞

・u由n・n・Sk回h－・r　ev・・fi・tShed・a・・ythi・g・P・・P・・1・，伽一1㎎．　h・

［27］up　Wh・泣風lk’d。n旬由伽・佃巨ユh・urs・企印一輪｝㎡

be・・曲ina・tbovt　for回㎞煙鋤国㏄・・’・h，d…：　he　ed・d．・e・Otng

回・fbe・L「rni　latel’　And　he・輌・囎地巨…コ・㎡w紬ed　u凶nt　ve・y

司⊇岨巨］・輌』）’副㎞・反・熊励・ぬ醜・［三ヨ
ー・h－…lm・・H・had・b。11・d巨コ．・・d・。・・い・d・c・p・‘…f・・

已・ak・岨国・。1｝・伽・田…伽・一鳩・㎝dlt一回，H・

tasted血t　ble白d　fo【eniy　one鵬econd．　so　［：1t：］　wnsnt　beawn　at　an．　And．　as　he

⊇・’・・beer回・a・迦h轍・。』皿・he・・ad・hl・　＠　…h・・ki

岨・…V・…What・㎞1劇副・t・St・蜘［三コ蜘・記．　h・・w…ln・・ch　n　ru・h

』輌回剛㎡1・・㎞…ぬ血⑰・Sllly　f・⑭…・・［三コ』lfオ

b・eakt・…h・ru・M。胸血（tU・。f　hls　fr。・・匝コ（酬㎎lt・p・ni，d・…hi・

輌頑・h・。・・。fh輌・・・…e』vl㎎・い脚・。。）綱。f・d－［三ヨ

lare・地｛臨ぬ卿一（襯㎜血8，　Mr・Rush．’ 帥RMr．・Happy．

¶m寧e8陀you耐‘。T℃ank　StOP．’ 吹nMr・Rし曲・’1’rn・in・MuCl・・t・。　much・f　t

回‥㎝眠迩・・’⑭・・t…H・・pv　t・・こi・回he・…h・d…

M・sh卿崎・1・・。・』d慨立・・回wh・…hピ・・Ci・・97”　Whe・・M’．　R・・h

－一回F・・…A・・u・ual．

国
回
回
回
回
口
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
国
回
回
回
回
回

例
⑦
σ
。
⑦
⑦
切
m
m
㎝
m
⑦
㎝
ω
例
m
倒
の
例
m
m
例
例
⑦
m
m

脇

woke

twεbe

much

otf

b国ロ

蝸y5

（イ）　rhat　　　‘ウ）

《イ）　waked　　‘ウ）

｛イ）　thr㏄　　　｛ウ）

（イ）　such　　　（ウ）

‘イ）　up　　　　（ウ｝

｛イ）　bethrooni《ウ）

《イ）　With　　　（ウ｝

dorvnsUlrs｛イ）　dmirds　cウ｝

脚
㌫
輪
ぬ
ご

　
　
ロ

　
　
血

唯
』
脚
日

斑
　
W
　
拍

城
ω
㎞
⑮
凶

㏄甘d

仔
“
仔
仔
仔
仔
仔
仔
仔
仔
仔
付
仔
仔
仔
仔
付

wぷer

Thtn

日wfUl

hUlf

“

噺
of

eaten

抽

yard

the

nnswered

tdd

』
司r立

know

tri頭ds

切
切
切
切
切
切
切
切
切
切
切
切

ハ
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　　　資料3　ASテストに使用したクローズテスト

【第1回ASテズト（左）と第2回ASテスト（右）】
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問題番号
i配点）

設問 解答番号 正解 配点

問1 1 ① 2
A

問2 2 ◎ 2

問1 3 ◎ 2
B

問2 4 ◎ 2
2001年度本試験

第1問
i20） 問1 5 ◎ 3

問2 6 ◎ 3

C
問3 7 ① 3

問4 8 ⑤ 3

第1回ASテスト
問1 1 ◎ 2

A
問2 2 ◎ 2

問1 3 ◎ 2
B

問2 4 ◎ 2
2001年度追試験 第1問

i20） 問1 5 ◎ 3

問2 6 ◎ 3

C
問3 7 ◎ 3

問4 8 ◎ 3

問1 1 ◎ 3

A
問2 2 ① 3

B 34 ◎一⑤ 6（各3）

2000年度本試験 第1問
i24）

C 問1 5 ◎ 3

問1 6 ◎ 3

D 問2 7 ① 3

問3 8 ◎ 3

第2回ASテスト
問1 1 ◎ 3

A
問2 2 ◎ 3

B 34 ①一⑤ 6（各3）

2000年度追試験 第1問
i24）

C 問1 5 ③ 3

問1 6 ◎ 3

D 問2 7 ① 3

問3 8 ◎ 3

資料4　発音テストの正解と配点

問題番号 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

第1回ASテスト
@（2点×25）

正解 イ ア イ ウ 工 イ ウ ア 工 工 イ ウ ア ウ イ

問題番号 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

正解 ア イ 工 イ ア ウ ア ウ ア 工

問題番号 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

正解 イ ウ イ ウ 工 イ ウ ア 工 工 イ ウ ア ウ イ第2回ASテスト
@（2点×20） 問題番号 46 47 48 49 50

正解 ア イ 工 イ ウ

資料5　クローズテストの正解と配点
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補遺

「R」の出力結果

発音テスト合計点 クローズテスト合計点

Pearson’s　product－moment　coπel劔ion Pearson’s　pmduα一moment　oorrelation

da紅xandy data：xand　y

t＝8．1647，df＝294，『←value＝9．548e－15 t＝4．2753，df＝294，『トvalue＝2．582e－05

TOEIC al輌ve　hypothesis：ロue　co時lation誌not　equal　to　O altema匂ve　hypothes底：tnte　coπelaUonセs　not　equal　to　O

合計スコア
95pel℃㎝t　con丘dence　m㎞al：

@　0，33219910．5185122　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

95P㎜t　con血dence㎞terval：

@　0，13155910．3463856
sample　estim眠s： sample　es6mates：

cor cor

0．4299215 0．241935

Pearson’s　ploduc卜mom㎝t　com∋lation Pearson’s　pmduct－moment　ooπelation

data：xand　y data：xand　y

t＝6，5146，df＝294，1与value＝3．154e－10 t＝2．511，df＝294，『卜vabe＝0．Ol257

TOEIC
alternative　hypothesis：true　coπelation　is　not　equal　to　O altema6ve　hypo廿lesis：tn」e　correlaUon　Cs　not　equal　to　O．

Li鵬nmgスコア
95P㎜t　oon丘d㎝㏄interva1：

@　0．251341704509158

95pe㎜t　conf〒dence　m佗rval：

@0．031414700．25469738
sample　cst㎞ates：　　　　　　’ ・　　　sample　estimates：

　　　　「モ盾秩@　・ cor

L 0．3551692 0．1449003

，　　　　・

Pearson’s　pπ）ducLmom㎝t　ooπelation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

@　　　　　dala：xand　y

Pealson’s　produ〔オーmom㎝t◎oπelation

@　　　　　data：xand　y

t＝7．3523，dr＝294，『トvalue＝t945e－12 t＝5．14，df＝294，　p・value＝5，018e－07

TOEIC ahenlaUve　hypothesis：ロue　correlation　is　not　eqtd　to　O alterna白ve　hypo也esis：true　corlrelation　is　not　equaho　O

，R田dingスコア
95pe㎜t　oon6dence　interva1：

@　0，293261804862489
95障㎜toon品㎝㏄h蜘：
@　0．17900310：3884364

sample　estim鉱es： sample　estima缶s：

oor oor

0．3940906 0．2871477

表6　（詳細） 発音テストおよびクローズテストとTOEICス・＝アとの相関係数r

クローズテスト クローズテスト

1回目　合計点 2回目　合計点
Pea搭on’s　pmduct－mom㎝tcoπe｜ation Pearson’s　pmduct－moment　oorrelaion

da伍：xand　y　　　　・ dala：xand　y

t＝25662，df＝294，『トvalue＝0，01078 t＝5，0445すdf＝294，　p－value；7．974e－07

TOEIC altemative　hypothesis：ロue　correlation　is　not　equ副to　O altemative　hypothes●：true　ooπelation　is　not　equd　to　O

合計スコア 95障㎜too㎡d㎝㏄inte噺：

@0．03459319025767050

95pe㎜t　oon6dence　i皿terva1：

@　0，173828403838919
sampleestimates： sample　estima缶s：

．　　cor oor

0．1480140 0．2822397

Pealson’s　producトmoment　oorrelation Pearson’s　pπ）duct－moment　com≧lation

data：xand　y

t＝1．4465，df＝294，　p－value＝0．1491 t＝3，0648．df＝294，【卜value＝0．002380

TOEIC alternative　hypothesis：ruc　correlation　is　not　equal　to　O alternaUve　hypo01esis：血e　cor民latjon　is　not　equaho　O

L5t㎝mgスコア
　95pe㎜t　oon6dence　mterva1：』　　　」〕，03022899　0．19618952

@　　　sampleestimates：

　　　　　95pePDent　con6d㎝㏄imen副：
@　　　　　　0．063216210．28425519層　　　　　　　　sample　estima㎏s：

cor oor

0．08406524 0．1759527

Pearson「s　product－moment　cor陀lation Pea百on’s　pmducトmoment　cor民lation

daロ：xand　y　　　　　． data：xand　y

t＝3．1579，df＝294，　p－value＝0，001754 t＝5．9282，df＝294，〔トvalue＝8．57c4〕9

TOEIC alteπx瞳ive　hypothesis：m」e　condation　is　not　equaho　O alternaUve　hypothesis：血e　coπelation更s　not　equal　to　O

R銘dingスコア
95percent　oon6dence　interva1：

@　0．06853700．2891599

95pe㎞t　oonfidence　mterva1：

@　0，220990504249372
艶mple　estimates： sample《珀m牢s：

oor cor

0．1811263 α3267626

表7（詳細） 2回のクローズテストと1℃EICスコアとの相関係数r
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クローズテスト

2回目　合計点

　　　　　　クローズテスト

　　　　　　1回目　合計点
　　　Pearson’s　product－moment◎orrelaion

　　　　　　　data：x　arxl　y

　　t＝6．6486，df＝294，　pvaluc＝1．438e－IO

altemative　hypothesiS：true　conelaion　is　rKot　equal　to　0

　　　　95pe㎜t　gon丘dence　intersUJ：

　　　　　0．25816130．4567067
　　　　　　sample　estirnates：

　　　　　　　　　cor
　　　　　　　O3615256

表8（詳細）　クローズテスト間の相関係数r

発音テスト

2回目　合計点

　　　　　　　発音テスト

　　　　　　1回目　合計点
　　　Pearson’s　product－moment　correlation

　　　　　　　data：xand　y
　　t＝13．0306，df＝294，　pvalue＜2，2e－16

altemaive　hypOthesiS：tnle　correlaion　is　not　equal　to　O

　　　　95　peroent　confidence　intervai：

　　　　　0．52744210．6n6676
　　　　　　sample　estimates：

　　　　　　　　　gor
　　　　　　　O．6050637

表9（詳細）　第1回発音テストと第2回発音テストの相関係ta　r

、
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★この論文は、2004年度愛知淑徳大学内外研修（長期国外研修）による研究成果の一部であ

る。なお、分析データの提示方法について有益なコメントをいただいた村木恭子氏（名古屋

大学大学院国際開発研究科）に、謝意を表したい。

注

1　現在、TOEICは、年間7回一般公開テストが実施されている。このほかに、企業・学校・団体などの要

　　請に応じて、随時TOEICを受験できる団体特別受験制度（IP：lnstitutional　Program）がある。愛知淑徳大学

　　で実施しているのは、このIPテストであり、本文中でTOEICと言及したものはTOEIC　IPテストを指
　　す。

2　学内での最初のTOEFL実施は1994年2月、TOEICは1997年10月である。2006年度は新入生対象の
　　TOEIC（4月）のほかに、受験料大学負担のTOEICを2回、受験料学生負担のTOEICを2回の全5回
　　実施する。

3　全学で1，421名の学部生、大学院生、留学生別科生が受験した。

4　クローズテストは、問題作成者が意図的に抜き出す語を決めて空白を作る作為型クローズ（rationa1・cloze）

　　と、ある決まった語数ごとに規則的に空白を作るランダムクローズ（random　cloze）の2種類がある（前者

　　はselective・deletion・cloze、後者はfixed－ratio・clozeとも呼ばれる）。　Alderson（2000）は、これら2つのテス

　　トは測定しているものが異なるとして、後者のみをクローズテストとし、前者はgap－filling　testと呼ぶ

　　べきであると主張している。

5　表現文化専攻・多元文化専攻・環境文化専攻の入学定員（当時）は、各90名である。環境文化専攻は、

　　2004年4月の医療福祉学部の開設に伴い、2004年度から学生の募集を停止した。

6　テストの実施に際しては、大野清幸先生、都築千絵先生、中川直志先生、水野江依子先生、槙田裕加先

　　生（50音順）のご理解とご協力をいただいた。ここに記して感謝申し上げる

7　調査機器およびソ7トウェアについての補足が必要であろう。マークシートの読み取りには、当初、OMR
　　としてはSR2300、　OMR用ソフトウェアとしては「SSくんSuper　for　Windows」を予定していたが、使

　　用予定のSR2300にはボールペン対応センサが取り付けられていたため、マークシート「幅広カード103」

　　の青色部分を誤って、マークとして読みとってしまう不具合が生じた。したがって、OMRとしては、

　　すでに手元にあったSR410を使用せざるを得なかった。さらに、　RS232Cポートを備えたSR410をUSB

　　シリアルケーブル経由でWindowsマシンで使用することができなかったため、　Mac　OS　9．2環境で「SS

　　くん（Macintosh版）」を使用せざるを得なかった（Mac　OS　Xのクラシック環境での「SSくん（Macintosh

　　版）」の起動は不可）。読み取り・集計に使用したiMacにはUSBポートしか備えられていないが、シリ

　　アルーUSB変換器による使用が可能である（今回の研究に使用したのはUSBツインシリアルアダプタ

　　USA－28X：Keypan社）。ただし、「SSくん（Macintosh版）」ならびにMacintosh本体でのさまざまな設

　　定が必要である。詳しくは、筆者に問い合わされたい。

8　調査に正確を期すために、マークシートの解答欄を間違ったと思われる者は調査の対象としなかった。
9　散布図に示したR二乗係数（R2）は、1に近いほど、回帰直線が元のデータにあてはまっていることを表

　　す。

10　田中・山際（1992：188）、石村（1993：35）、森・田中（2003：38）など。

ll　RDevelopment　Core　Team（2006），　R：Alanguage　and　environment　for　statistical　computing．　R　Foundation　fbr

　　Statistical　Computing，　Vienna，　Austria．　ISBN　3・900051－07－O，　URL　http：／／www．R－project．org．

　　相関係数rは、表計算ソフトウェアExcelのPEARSON関数を使っても求めることができる。　Excelの計

　　算精度の問題と、EXCELが備えているCORREL関数とPEARSON関数の関係については、以下のURL
　　を参照のこと。
　　http：／／aoki2．si．gunma－u．ac．jp／Hanasi／StatTalk／ll－2．html

　　なお、この論文で「R」によって算出した相関係数は、Microsoft　Excel　2004　for　MacでCORREL関数お

　　よびPEARSON関数を用いて算出した相関係数と一致することを確認している。

12　「R」での出力結果は以下の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2001年4月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TOEICスコア

2002年2月
TOEICスコア

Pearson’s　product・moment　correlation

data：　xand　y

t＝14．7391，df＝305，　p・value＜2．2e・16

alternative　hypothesis：true　correlation　is　not　equal　to　O

95percent　confidence　interva1：

0．57450010．7059368
sample　estimates：

　　　cor
O．6449631
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